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１．思春期保健に関する取組み 

根拠法令等 佐倉市独自 

健康さくら２１（第２次）

目標値 

（市の現状）→（目標） 
・シンナー・薬物使用を勧められたとき、断る 
自信のある中・高校生の割合           79.9% →100％ 

・シンナー・薬物使用の有害性について、 

知っている中・高校生の割合        83.9～ 98.7% → 100% 

・避妊法を正確に知っている高校生の割合    男子 65.0% →増加 

   女子 82.2% →増加  

・性感染症を正確に知っている高校生の割合  13.8～ 96.8% → 増加 

・性についてオープンに話せる家庭の割合      32.9% → 増加 

・子どもから性に関する悩みや相談を受けた 

ときにきちんと応えられる保護者の割合 幼児保護者34.7% → 増加

                   小学生保護者44.2% → 増加 

・自己肯定感を持てる中・高校生の割合     男子 42.0% →増加 

女子 28.7% →増加 

・育児に関して肯定的な意見を持つ 

中・高校生の割合              男子 64.2% → 増加 

                      女子 76.6% → 増加 

《目 的》 

思春期は大人と子どもの両方の面をもつ時期であり、飲酒や喫煙、いじめや不登校、望まない妊娠

等思春期における問題は、本人の現在の問題にとどまらず生涯にわたる健康問題や、次世代へ悪影響

を及ぼすと言われているため、家庭、学校、地域等の連携による教育、啓発普及、相談等を通して、

課題の共有と情報の提供を行う。 

 

《内 容》 

①養護教諭研修会への参加 

②保健授業の協働実施 

③小学校及び中学校への健康教育教材の貸し出し、健康教育 

 

《実 績》 

①養護教諭研修会への参加  

平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 

5回 5回 5回 3回 3回 
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②保健授業の協働実施 

佐倉市教育委員会と連携しながら、『自分を大切にする』という視点で、学校の養護教諭、 

クラス担任と保健師が思春期保健に取り組む保健授業の協働実施状況        （人） 

実施年度 対象学年 題材 児童数 保護者数 
児童数/実施校

（総数） 

26年度 
小学2年生 おへそのひみつ 316 － 

400／5校 
小学4年生 生命誕生  84 － 

27年度 
小学2年生 おへそのひみつ 102  68 

181／3校 
小学4年生 生命誕生  79  14 

28年度 
小学2年生 おへそのひみつ 105  89 

230／4校 
小学4年生 生命誕生 125   7 

29年度 
小学2年生 おへそのひみつ 162 118 

195／4校 
小学4年生 生命誕生  33   8 

30年度 
小学2年生 おへそのひみつ 126  95 

168／4校 
小学4年生 生命誕生  42  20 

   

③小学校及び中学校への健康教育教材の貸し出し 

ア．沐浴人形 

市内小学校４校、中学校１１校の計１５校、延べ２２回 

イ．妊婦ジャケット 

市内小学校０校、中学校の計１１校、延べ１８回 

 

《考 察》 

市内４か所の小学校において、小学２年生と４年生の児童と保護者を対象に保健事業の協働実施

を行った。平成３０年度は、実施４校中１校が新たに佐倉地区の小学校で授業を実施することがで

きた。授業後、児童からは「命の大切さがわかった」、「お母さんありがとう」等の感想が聞かれた。

また、２年生の保護者からは「自分達が（親が）子どもの時には、親から大切に育てられたと振り

返る機会がなかったため中々親への感謝を気づくことが出来なかったが、小学校２年生でこのよう

な授業を受けられることは非常に恵まれていることであり、これを機会に自分の命を大事にして欲

しい。」また「子どもを産んだ時のことを思い出し、懐かしく温かい気持ちになった」等の声が聞

かれ、保護者にとってもこれまでの子育てを振り返る機会になったと思われる。単なる性教育では

なく、児童の自己肯定感を育むきっかけづくりとなる「生」教育として、今後も協働授業を展開し

ていく。協働授業の実施校が志津地区に集中しているが、今後も引き続き養護教諭研修会で周知し

ながら、市内全域の小学校での授業展開を目指していく。 

 


